
 

公益財団法人全国高等学校体育連盟空手道専門部 

代表選手選考制度 

１． 目的 

高等学校空手道の競技力向上事業として、人物・技術共に優秀な選手を認定し、国内において全国高体連空手道専
門部の代表として各種行事・大会に参加する。また、世界（アジア・東アジア）ジュニア＆カデット大会、国際交流
大会等に派遣する選手を選考するためにこの制度を設ける。 

 

２． 代表選手選考制度の区分と選考基準 

（１） 代表候補選手 

組手：全国高校選抜大会において、個人組手ベスト４（男女各３階級）及び団体組手ベスト８以上のチームから
各１名を監督が選び、強化部からの推薦を受けて全国専門部常任委員会で承認した選手。〔男女各２０名〕 

全国選抜大会地区予選個人組手の優勝者等で、ユースオリンピック出場資格を満たす選手各階級１名。 

〔男女各３名〕 

形 ：全国高校選抜大会において、個人形ベスト４以上。〔男女各４名〕 

（２） 代表選手 

組手：全国高校総体において、個人組手ベスト１６及び団体組手ベスト８以上のチームから各１名を監督が選び、
強化部からの推薦を受けて全国専門部常任委員会で承認した選手。〔男女各２４名〕 

   全日本選手権大会個人組手ベスト１６。 

形 ：全国高校総体において、個人形ベスト４。〔男女各４名〕 

   全日本選手権大会個人形出場。 

共通（組手・形）：国体３位以上、国際大会（世界・アジア・東アジアジュニア＆カデット選手権）出場者。 

※ 代表選手のうち１年生又は２年生の選手は、同年度の全国高校選抜大会の出場権が与えられる。 

監督推薦における注意事項 

監督は団体組手登録メンバーより選考することを原則とし、ユースオリンピックに参加の出来得る選手を推薦
する。 

参考：２０１８ユースオリンピック出場資格 

 ２００１年１月１日から２００２年１２月３１日生まれで、２０１８年６月３０日現在満１６から１７歳まで
の選手。 

 

３． 代表選手の認定 

○ 代表候補選手   全国高校選抜大会終了後 

○ 代表選手     全国総体、国体、国際大会、全日本選手権、全国選抜大会地区予選大会終了後。 

 

昭和５６年度全日本高校空手道代表選手制度施行 

平成２３年３月１日より改正して行う 

平成２３年７月２９日より改正して行う 

平成２５年８月５日より改正して行う 

平成２６年８月１日より改正して行う 

平成２９年７月２８日より改正して行う 


